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研究成果の概要（和文）：本研究は、過去20年以上にわたって元エンターティナーとJFCを支援してきた組織が
アクターとして果たしてきた役割について明らかにした。具体的には、①エンターティナーやJFCをめぐる「諸
問題」を大きくフレーミングしてきた言説生産役割、②経験共有とアイデンティティの変化の「場」としての役
割、③青年期に入ったJFCの来日を直接・間接的に媒介する役割、という複数の役割が、支援組織によって複合
的に果たされていた。また、支援組織の活動記録と将来構想におけるアクション・リサーチの役割と意義につい
ても明らかにすることができた。

研究成果の概要（英文）： This research project aims to explore and trace the experiences and process
 of activities of various NGOs and civil groups which have been working on the issues of Filipino 
entertainers and Japanese Filipino Children (JFC) in the Philippines for more than two decades. 
Three significant roles such as 1) advocators on entertainers, JFC, and human trafficking issues, 2)
 valuable social space for JFC and migrant women returnees and 3) both as gatekeeper and as 
unintentional/indirect mediator of migration through social/legal contact to Japan.
　Identifying the significant roles of these groups for working with various issues regarding the 
migrant women and children including returnees would be valuable for exploring the new agenda and 
programs for migrant women and children in future.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 本研究では、過去20年以上に渡って元移住女性とJFCを支援してきた３つの市民団体の協力のもとに調査研究を
実施した。本研究として実施したインタビュー調査や過去のニュースレターの整理・分析作業の成果は、今回の
協力団体からいずれも過去の活動を客観的に評価する上で大きな貢献であったとの意見を得た。このように、学
術的な知見を市民団体に対して積極的に提供することで、国境を超える人の移動における支援組織の役割を明ら
かにするという学術的な意義だけでなく、市民活動の活性化や持続性に直接寄与することができ、アクション・
リサーチとしての社会的意義を十分に果たすことができたと言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

  1980年代から日比間の人の移動を大きく牽引してきたのは、在留資格「興行」で主として接客業に従

事する目的で来日したいわゆる「エンターティナー」の女性たちであった。2005年に米国国務省より「人

身売買の温床」との評価を受けてその在留資格の条件がいわゆる「厳格化」されるまで、ピーク時には年

間8万人を超えるフィリピンからの女性たちが来日した。彼女たちが接客業に従事する中で、日本人男性

との間に多くが国際婚外子である「日比国際児（Japanese Filipino Children:JFC)が生まれ、その数は

フィリピン国内でも数万人にのぼるとされている。在留資格「興行」でのフィリピン女性たちの移動は、

日本の出入国政策のいわゆる「サイド・ドア」であると同時に、ジェンダー差別と民族差別が交差するよ

うな労働環境や社会的まなざしの中で、「社会問題」や「モラル」、あるいは「人身売買の被害」といっ

た言説の下で議論されることが多かった。その社会学的な研究蓄積は、日本における他の「外国人労働

者」に比べて驚くほど少ないままであった。[1][2][3][4] 

また、こうした移住女性たちと日本人男性の間に生まれた日比国際児についても、これまでは「子ども

の権利」の観点からの研究やアドボカシーが多く、2008年の日本の国籍法改正後、日本国籍を取得して来

日するこうした日比国際児の若者たち（いわゆる「新日系人」）が増加する中で、 近年ようやく彼らの

アイデンティティ研究を中心に学術的な関心を向け始めたところであった。[5] 

こうした研究状況下において研究代表者は国際社会学の視点から「日比国際児」研究の実証的研究を行

ってきた。その中で、特に日比国際児のアイデンティティ形成において、支援組織とのかかわりの有無が

重要な役割を果たしていることが明らかになった。[6] また、並行して行ってきた日比国際児の母親であ

る元移住女性たちの支援組織におけるさまざまな活動の参与観察からも同様のことが言えるのではないか

との着想を得ていた。それは言い換えれば、「支援組織」の存在が、当事者の「サポーター」という役割

を越えて、彼ら・彼女らのライフコースにおける重要なアクターないしは、経験が構築される「場」とも

なっているのではないか、という仮説である。 

これまで、エンターティナーおよび日比国際児をめぐっては、日比双方の国家からの政策的支援が受け

られない中で、日比双方の支援組織が当事者の具体的なニーズに直接的に応える役割を担ってきた。具体

的には、当事者のニーズにこたえるケースワーク、広報・政策提言アドボカシー活動、当事者のエンパワ

ーメントをめざす組織化活動といった取り組みである。たとえば2008年の国際婚外子への日本国籍取得の

道を開いた裁判とその支援運動において日本における支援組織であるJFCネットワークが重要な役割を果

たした。[7] 

  また、シングルマザーとしてJFCを育てる元エンターティナーの女性たちのためのフィリピンにおけ

る自立生計活動プログラムや、JFCのエンパワーメント活動を長年行ってきた複数の支援組織の活動は、

「支援」という言葉に収まり切らないような当事者の生活・人生に深くコミットする活動を展開してき

た。また、広く問題の存在についてメディアや出版活動を通して言説を生産してきた主体でもあった。実

際、エンターティナーおよび日比国際児をめぐる議論の多くは、1990年代後半から本格的な活動を始めた

日比双方の「支援組織」が発信してきた言説や調査結果であった[8]。すなわち、支援組織はこれらのイ

シューをめぐる主要な「言説生産の主体」でもあったと言える。しかしながら、その「支援組織」そのも

のが「支援の対象」とされてきた女性や子ども・若者たちとどのような相互関係を持ち、その活動や運動

から生み出されていく言説が、どのように当事者たちのその後の人生設計やアイデンティティ構築に関わ

っているのか、という社会学的な関心はほとんど持たれていなかった。 

 



２．研究の目的 

本研究は過去20年以上にわたるこれらの支援組織の活動と当事者との再帰的なかかわり合いの過程を

複合的に明らかにすることで、日比間に特徴的な人の移動とその帰結において支援組織が果たしてきた

役割を再検討し、広く人の国際移動にかかわる分析方法の刷新を試みた。 

具体的には、以下の問いに答えることを具体的な目標とした。 

（１）日本から帰国した元移住女性たち、および日比国際児の若者たちにとって支援組織の活動への参

加とかかわりは、彼ら・彼女らの経験やアイデンティティ構築にどのような影響をもたらしたの

か。 

（２）支援組織の活動内容や運動言説は、（１）の「当事者」とのかかわり合いや、そのほかの支援組

織とのネットワークの中で過去20年の間にどのように変遷していったのか。 

（１）、（２）の問いを当事者の語りおよび支援組織のアーカイブ資料から詳細に明らかにし、日比間

の人の移動のみならず、広く人の国際移動研究における「当事者」と「支援者」という二項対立の枠組

みを越え、支援組織もまた人の移動をめぐるトランスナショナルなアクターであることを明らかにする

ことを目指した。 

 
３．研究の方法 
 本研究は、具体的に以下のような調査研究を実施した。 

（１）帰国したエンターティナー で、現在および過去に JFC の母親として支援組織の活動に 関わってきた

女性たちへのインタビュー調査およびフォーカス・グループ・ディスカッション（以下 FGD） 

（２）いわゆる「JFC 」として支援組織の活動に現在および過去にかかわってきた 日比ダブルの若者たちへ
のインタビュー 調査および FGD 

（３）（１）（２）の対象者に支援組織としてかかわってきた団体の活動における各部門のスタッフへのイン 
タビュー調査 

（４）各協力団体がこれまでに発行したニュースレターおよび各種出版物のデジタル化とその内容分析。 
 

なお、（１）～（４）までの調査の実施にあたっては、これまで JFC とその母親の支援やエンパワーメント

活動にかかわってきた代表的な組織である、Batis Center for Women、DAWN(Development Action for Women 

Network)、Maligaya House（およびその日本本部である特定非営利活動法人 JFC ネットワーク）と協力関係

を結び、調査研究を行ってきた。各団体の概要については表１を参照されたい。 

 
     ＜表１：3団体の活動の特徴と概要＞ 
 

支援組織名 創設年 所在地 主な活動と活動の特徴 
BATIS CENTER FOR 
WOMEN 

1990 年 フィリピン 
ケソン市 

法的支援、カウンセリング、アドボカシー、
自立生計支援、演劇活動、女性や若者グルー
プ結成など JFC にかかわる運動。3 団体の中
で最古。 

DAWN（DEVELOPMENT 
ACTION FOR WOMEN 
NETWORK） 

1996 年 フィリピン 
マニラ市 

Batis から独立。ケースワーク、自立生計支援
活動（Sikhay）、JFC 劇団「あけぼの」日本公
演（1998～）、移住労働全般をめぐるアドボカ
シー活動。2005 年の興行ビザ厳格化では重要
な役割を果たした。 

MALIGAYA HOUSE 1998 年 フィリピンケ
ソン市（本部
は東京都） 

JFC 弁護団のバックアップによる法的支援が
中心。父親への認知を求める裁判、来日後の
JFC たちの支援。2009 年の国籍法改正につな
がる国籍確認訴訟において重要な役割を果た
した。 

 



 
上記の調査研究は、各団体の活動の振り返りに寄与するような資料整理や協力を行ったという点において

も、また、研究期間中に実施された、Maligaya House20 周年イベント、DAWN の JFC 劇団「あけぼの」日本公
演、Batis Center for Women の 30 周年イベント企画にもそれぞれ資料整理や企画運営において協力したと
いう点でも、アクション・リサーチという性格を備えている。 
４．研究成果 
 本研究の研究成果としては、（１）日比間の人の移動における支援組織が、①エンターティナーや JFC をめ
ぐる「諸問題」を大きくフレーミングしてきた言説生産役割、②経験共有とアイデンティティの変化の
「場」としての役割、③青年期に入った JFC の来日を直接・間接的に媒介する役割、という複数の役割を果
たしていることを明らかにできたことがあげられる。 
 また、（２）支援組織の活動の記録と将来構想におけるアクション・リサーチの役割と意義、という方法上
の成果も得ることができた。 
 
（１）支援組織の３つの役割 
 ①言説生産役割： 
支援組織が果たしてきた第一の役割は、エンターティナーや JFC をめぐる「諸問題」を大きくフレーミン

グしてきた諸言説の生産役割であった。調査協力団体の一つである DAWN に代表されるように、エンターティ
ナーとしての「出稼ぎ」が搾取的・ディスエンパワメントな移動だと国内外に発信し、エンターティナーに
向けられる「Japayuki」という日比社会の差別的まなざしに対して、支援組織は異議申し立てをしてきた。
また、海外就労が奨励されるフィリピン社会において、フィリピンに留まって生活するという選択肢も提示
してきた。支援組織がその支援経験に基づき効果的に発信してきた日比間の女性の移動の「問題化」は、他
方で帰国したクライアントを支援活動を通してアドボケーターに変化させながら展開し、「興行」ビザの厳格
化という日本政府の人身取引対策に大きな影響を与えた。その意味で、支援組織は、言説生産を通して日比
間の人の移動の流れを大きく変化させたと言える。 
 

 ②元移住女性と JFC の経験共有とアイデンティティの変化の「場」としての役割： 
 支援組織が果たしてきた第二の役割は、支援組織自体が、帰国した元エンターティナーの女性たち、そし
てその子どもである JFC にとって、新たなアイデンティティの獲得や変化を経験する場、そして経験を共有
できる仲間を得る「場」として果たす役割であった。それは、「家族」言説との危うい結びつきも持ちなが
ら、しかし、新たに複数化した「親密圏」としての機能、「居場所」としての機能も果たしていた。 
帰国した移住女性たちは、日本でのつらい経験や JFC を持つシングルマザーとしての困難を、自らの家族

には話さなくとも支援組織で出会った同じ経験を持つ他の女性たちには共有していた。また、こうした経験
共有という「経験」は、女性たちにとって、他者に対して自分の経験を通して働きかけるという、日本に働
きに行く以前にはなかった「スキル」として認識されていた。支援組織で新たに得た自己表現の力・スキル
は、自立生計プログラムの中で新たに得たビジネス・スキルと相まって、むしろ彼女たちを新たな変化へと
方向付け（reorient）ていた。支援組織が、経験共有の場として機能しながら、そこから新たな方向付けの
場へと、重なりあいながら変化する役割を果たしていたと言える。 
 JFC たちの場合も、支援組織に関わることによって、組織との関係は「支援―被支援」の関係から次第に
自己表現や自己実現の場へと変化していった。JFC メンバー自身が社会活動家としてアドボカシー活動を積
極的に行っていくという変化は、上記の移住女性たちと共通しているといえる。しかし、JFC の場合には、
職業選択というライフステージにおいて、支援組織から「卒業する」という選択肢が存在していたことも明
らかになった。 
 
③青年期に入った JFC の来日を直接・間接的に媒介する役割： 
 支援組織が果たしてきた第三の役割は、支援組織自体が、搾取的な国際移動を阻止しようとする取り組みを
展開しながらも、意図せざる結果として、特に若者世代の日本への移動を直接・間接に媒介している、という
役割である。①、②で述べたように、支援組織はアドボカシーを通して、そして自立生計支援を含む日常的な
活動を行いながら、「海外へ出稼ぎに行かなくてもよいような」社会を目指している。しかし、同時に、子ど
もの権利の十全な実現のために行っている認知や国籍取得のための法的支援、そして日本社会へのアドボカシ
ーや日本での父親との面会の実現、といった取り組みが、結果的に人的ネットワークを形成し、組織に関わっ
てきた JFC や母親たちの来日をもたらしてもいることがわかった。 
  
本研究で明らかになった支援組織の３つの役割は、時には矛盾しながらも同時的に展開されて現在にいたっ

ている。日比両国の政策だけではなく、また民間業者によるコントロールや家族移民ネットワークだけでもな
い、移動を構成する言説・制度・行為のアッサンブラージュ[9]の中に、NGO も動態的に関わっているというこ
とを、本研究では明らかにできたと考える。 
 
  



（２）支援組織の活動の記録と将来構想におけるアクション・リサーチの役割と意義 
  本研究では、いずれも過去 20年～30年に渡って元移住女性と JFC を支援してきた３つの団体の協力の
もとに調査研究を実施した。本研究で実施した FGD や過去のニュースレターの整理・分析作業の成果は、今
回の協力団体からいずれも、それぞれの活動を記録・整理し、過去の活動を客観的に評価する上で大きな貢
献であったとのフィードバックを得た。2019 年 8月 24 日にフィリピンの移住労働関係の重要な研究機関で
ある Scalabrini Migration Center において開催した研究成果報告のワークショップ（Research Findings 
Workshop on Role of the Support NGOs for Migration between the Philippines and Japan: Focusing on 
the Issues of Migrant Women and JFC）での議論においては、過去の経験を振り返り評価するだけでなく、
今後の日比間の人の移動における支援組織の新たな役割や支援の持続性について活発に議論が交わされた。
こうした議論の場やそのための材料を提供することは、学術調査・研究がこれまでのように単に情報の提供
者として民間組織やそのメンバーやクライアントを対象にするのではなく、学術的な知見を市民団体に対し
て提供することで、活動の活性化や持続性に直接寄与することができる、という点において、まさにアクシ
ョン・リサーチとしての役割を十全に果たすことができたと言える。 
 また、本研究のアクション・リサーチから、新たに日比間の人の移動にかかわる支援組織の将来構想や次
世代の支援者育成といった新たな課題も明らかになった。この新たな課題については、2020 年度採択科研費
基盤（B）「移住者支援の国際社会学～日比の支援者のライフストーリー分析から」（20H01586）で今後追求し
ていく予定である。 
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